
第７回つくば市未来構想等審議会 

 

１日目 令和元年（2019 年）８月６日（火） 

午後３時 00 分～５時 00 分 

 庁議室、全員協議会室１・２ 

２日目 令和元年（2019 年）８月７日（水） 

午後１時 30 分～５時 00 分 

 全員協議会室１・２ 

 

 

 

次 第 

 

【全体会】 

 

１ 開会 

 

２ 報告 

（１）第６回審議会の開催報告 

（２）未来構想キャラバンのスケジュールと開催報告 

 

３ 議事 

（１）まちづくりの理念の再修正案について 

（２）戦略プランの策定状況について 

 

４ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【専門部会】 

１ 開会 

 

２ 議事 

（１）戦略プランの策定状況について 

開催日 時間 専門部会Ａ 

全員協議会室１ 

時間 専門部会Ｂ 

全員協議会室２ 

１日目 

8/6(火) 

第１部 

15:30～16:15 
包摂都市:１班 

第１部 

15:30～16:15 
共創都市:12 班 

第２部 

16:15～17:00 
人材都市:７班 

第２部 

16:15～17:00 
共創都市:14 班 

２日目 

8/7(水) 

第３部 

13:30～14:00 
包摂都市:２班 第３部 

13:30～14:20 
科学技術都市:９班 

第４部 

14:00～14:40 
包摂都市:４班 

第４部 

14:20～15:10 
科学技術都市:10 班 第５部 

14:40～15:10 
人材都市:８班 

15:10～15:20 休憩 15:10～15:20 休憩 

第６部 

15:20～16:10 
包摂都市:３班 

第５部 

15:20～16:10 
共創都市:13 班 

第７部 

16:10～17:00 

包摂都市:５班 

人材都市:６班 

第６部 

16:10～17:00 

科学技術都市:11 班 

共創都市:15 班 

 

３ 閉会 

 

配付資料 

 

報告１   第６回つくば市未来構想等審議会 委員意見と対応方針 

報告２   未来構想キャラバンのスケジュールと開催報告 

資料１－１ まちづくりの理念及び目指すまちの姿再修正案 

資料１－２ まちづくりの理念及び目指すまちの姿（対照表） 

資料２－１ 未来構想・戦略プランの全体構成（案）【継続審議のため非公開】 

資料２－２ 基本施策・重点戦略の設定と重点戦略の現状とＫＰＩ 

【継続審議のため非公開】 

参考資料  職員ＷＴ活動資料（活動マニュアルとＫＰＩの立て方につ

いて） 

 

･･･P3 

･･･P9 

･･･P13 

･･･P15 

･･･P17 

･･･P19 

 

･･･P95 



報告１ 

第６回つくば市未来構想等審議会 主な意見と対応方針 

  

日時 ：令和元年５月 29 日（水） 15：30～17：30 

場所 ：つくば市役所５階 庁議室 

出席者 ：つくば市未来構想等審議会委員 23 名 事務局 6名 

 

１ まちづくりの理念の修正案について 

No. 発言者 意見内容 回答 ■事務局  

□その他 

対応方針 

１ 永井委員 Ｐ９「未来を作る人が育つまち」に

ついて、未来を作る人が育つので

はなく、共に未来を作っていくとい

う表現が自然であると思う。 

また、人材と言う言葉は、人を育

てるということは分かるが、人材と

いう言葉に抵抗がある。 

Ｐ10 科学技術で人が豊かになる

という表現は、少し違和感がある。 

― 

まちづくり

の理念の

修正案を

作 成 し 、

今 回 提

示する。 

 

２ 山本委員 「目指すまちの姿」は誰に認識し

てもらいたいのか。市民の人に想

像しにくい表現である。市民の皆さ

んに理解されるためにはもう少し

生活感があるような言葉の表現が

よいと思う。 

― 

３ 北本委員 「挑戦をするまち」とすると、市民

が自ら挑戦するイメージが湧きにく

い。イノベーションを目指す挑戦者

を応援し、自らも挑戦することで、

新たなまちの活力を生み出すとい

ったニュアンスの表現が良いと思

う。 

― 

４ 山口委員 今回の案を見たときに山本委員と

同様の感想を持ったが、市の思い

があった方が遙かにいいので、一

歩引いて、この案でもいいのかと

考えている。 

「挑戦を応援する」の表現は、挑

戦する背中を見て子ども達が育

ち、挑戦がつながっていくという思

いがベースになっている。 

― 
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No. 発言者 意見内容 回答 ■事務局  

□その他 

対応方針 

５ 小玉委員 前回の未来構想は「目指します」

という表現が多かったが、今回は

実現することを想定した書きぶり

になった。 

2030 年のターゲットについて、主

観的な表現も見受けられ、多くの

市民がこういう状態を実感してい

るまちを目指しているという客観的

状態について整理しておくと良いと

思う。 

― 

６ 宇津野委

員 

審議会委員の様々な意見が入っ

ており、市民を中心とする形で好

感が持てる。 

2030 年に向けてのポイントをおさ

えている内容となっており良いと思

う。 

― 

７ 門脇委員 ワークショップについて、市民が結

論づけたことは、市民と市民が強

いつながりを持ちながらまちづくり

を行っていくということであると思

う。市民が自ら企画し、汗を流す

ようなことをしながらまちづくりを行

うというような未来像が良いと思わ

れる。 

□様々な御意見をいた

だいているが、まず前

に進めるということが

大事なので、ここは

御理解いただき一任

頂いて、次回に修正

をお出しするという形

でご理解いただきた

い。（大澤会長） 

 

２ 将来フレーム推計（人口推計）の修正について 

No. 発言者 意見内容 回答 ■事務局  

□その他 

対応方針 

８ 永井委員 生産年齢人口の将来推移を教え

てもらいたい。 

■今後作業を行う予定

である。 

バ ッ ク デ

ータの整

理を継続

し て 実

施。 
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３ 未来構想改定中間とりまとめ案について 

No. 発言者 意見内容 回答 ■事務局  

□その他 

対応方針 

９ 永井委員 Ｐ23 について、取組が遅れている

分野について、書きぶりをあらため

た方が良いと思う。 

また、表現も上から目線な感じが

するため、表現を見直した方が良

いのではないか。 

■書きぶりを見直すとと

もに、表現は国連で

表現している言葉を

そのまま使っているた

め、再考する。 

年度内の

本中間取

りまとめの

最終調整

に 向 け

て 、 表 現

等の見直

しを行う。 

10 山本委員 Ｐ14「持続可能な開発のための

2030 アジェンダ」の後ろに SDGs

を付け足す必要があると思う。 

バックキャスティング、フォアキャ

スティングなどの業界用語につい

て注釈などを用意する必要がある

と思う。 

戦略プランと未来構想の関わりに

ついて、少し違和感を覚える文章

である。 

Ｐ16 について、「ピークから後減少

局面に入っており」という文章につ

いて、句読点をいれる等をして修

正した方が良い。 

■持続可能な開発の

ための 2030 アジェン

ダの後ろに SDGs を

補足することについ

て、後日追記する。 

■業界用語については

用語集としてまとめる

ことを検討する。 

■未来構想は戦略プラ

ンと総合計画の二本

立てであることを伝え

る表現を検討する。 

□文章の修正、変更に

関しては、柔軟に対

応する。（大澤会長） 

11 小玉委員 Ｐ45 のハブアンドスポークについ

て、ハブが新産業創出拠点である

旨が記載されていない。土地利

用についてわかりやすく明記して

いただきたい。 

■土地利用構想の各

地区について具体的

に明記されている方

が良いと思うので、追

記したいと思う。 

 

４ 戦略プランの策定方針と 2019 年度審議会等の策定体制について 

No. 発言者 意見内容 回答 ■事務局 

 □その他 

対応方針 

12 大澤会長 全体のバランスを見てグループを

作っていけたらと思う。グループ分

けについては、会長一任としてい

ただきたい。 

― ― 
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５ 未来構想キャラバンの実施について 

No. 発言者 意見内容 回答 ■事務局 

 □その他 

対応方針 

13 林委員 キャラバンでは、対象者に合わせ

た資料を用意するのか。 

意見の収集やパブコメなどを行っ

てほしいと思う。IT ツールを使うな

ども考えてみると良いと思う。 

■対象者ごとに、こちら

が説明する内容を適

宜変更することを想

定している。 

□IT の活用についても

検討してもらいたい。

（大澤会長） 

初回等で

開催した

キ ャ ラ バ

ンを録画

し 、 WEB

上で意見

を い た だ

ける仕組

みを検討

する。 

 

６ 現戦略プランの振り返りについて 

No. 発言者 意見内容 回答 ■事務局 

 □その他 

対応方針 

14 小玉委員 Ｐ62 について、基本施策と個

別施策は分けた考え方である

のか。あるいは、これらをもとと

した重点戦略はどのような関係

になるのか。 

最終的な評価の達成度はどこ

まで設定するのか。 

■基本施策については現

在の施策となっているも

のと同等程度のものにな

るのと考えており、重点

戦略というものが現在の

個別施策といわれてい

るものと同程度のものと

考えている。 

■KPI を設定し、戦略プラ

ンで具体的に達成する

ストーリーを見られるよう

なことを想定している。 

今年度策

定する戦

略 プ ラ ン

の評価検

証の仕組

み に つ い

て も あ わ

せて検討

を行う。 

15 林委員 課題を踏まえて改善を図って

いくのかと思うが、評価が落ち

ているものについてはどのように

対応するのか。 

■今回の評価結果の改善

等についてご提言を担

当部署にフィードバック

し、次年度以降の事業

に活かすことを想定して

いる。 

現状の評

価 を 踏 ま

えて戦略

を策定す

る。 
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７ その他意見 

No. 発言者 意見内容 回答 ■事務局 

 □その他 

対応方針 

16 中嶋（信）

委員 

Ｐ17 の Society5.0 など、わか

らない単語について説明をする

必要がある。 

□図を使いながらの説明

を検討したいと思う。（大

澤会長） 

年度内の

本中間取

りまとめの

最終調整

に 向 け

て 、 表 現

等の見直

しを行う。 

17 西委員 文章について、一般の人が読

みにくい。わからない気がする。

文章の言葉を一通り考える必

要がある。 

第６章について、イラストなどを

入れてわかりやすくし、市民の

人が読みやすくする工夫をする

必要があると思う。 

■専門用語については、

言葉だけでなく図や表を

使って説明する対応をし

たいと思う。 

■見た目の工夫等はワー

キングチームの特令班と

いう組織で検討を行って

いる。最終的に中身が

固まるにあわせてわかり

やすくまとめていくことを

想定している。 

18 中嶋（信）

委員 

動画配信などは考えていない

か。 

□色んなコンテンツを試し

てみるのはいいことだと

思う。（大澤会長） 

初回等で

開催した

キ ャ ラ バ

ンを録画

し 、 WEB

上で意見

を い た だ

ける仕組

みを検討

する。 

19 山口委員 土地利用構想について、新産

業の創出はそもそもどこで行う

のか。 

地域生活拠点、周辺部の日常

生活に必要なサービスはどの

ようなものを想定しているか。 

■既存の工業団地等をも

とに、今回の土地利用

構想で新たに産業創出

地域というものを設定

し、新産業を創出するこ

とを想定している。今後

はイノベーション創出拠

点となるようなまちづくり

を目指していく。記載に

ついても追及をしたいと

思う。 

■地域生活拠点に必要な

機能はまち・ひと・しごと

年度内の

本中間取

りまとめの

最終調整

に 向 け

て 、 表 現

等の見直

しを行う。 
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No. 発言者 意見内容 回答 ■事務局 

 □その他 

対応方針 

創出総合戦略に示して

あり、それぞれの地域で

必要な機能を集めること

を想定している。 

20 山本委員 未来構想は、全ての計画の最

上位となる計画であると認識し

ているが、土地利用構想につ

いては個別計画の立地適正化

計画や都市計画マスタープラ

ンがある中、この会議でどの程

度議論できるものなのか。 

■各個別計画の方針とい

うことで今後の改定の際

に未来構造に習って改

正されていく流れとな

る。 

□他の計画と多少矛盾が

あったとしても、あるべき

姿は出すべきであると思

っている。（大澤会長） 

土 地 利

用構想は

個別計画

の指針と

な る た

め 、改 定

内容が反

映 さ れ る

よ う に 各

計画との

整 合 を と

っていく。 

21 林委員 未来構想はどのくらいの影響力

がある計画であるか気になると

ころであった。KPI の評価の一

環として土地利用としてモニタリ

ングをしてほしい。 

□今後検討していけたらと

思う。（大澤会長） 

22 生田目委

員 

キャラバンはやっただけで終わ

るのではなく、平易な意見を吸

いあげる工夫をしてもらいたい。 

□キャラバンで意見を吸い

あげる工夫をすることが

できれば良いと思ってい

る。（大澤会長） 

多様な意

見を吸い

上げられ

る よ う に

工 夫 す

る。 

23 門脇委員

《 会 議 開

催 後 意

見》 

超高齢化に伴う厄介な問題

（ex.2025 問題、8050 問題、

7040 問題など）が現実味を帯

びてきているが、つくば市はこう

した問題にどう対処していくか

考える必要があると思う。 

問題の核心には、高齢者の地

域における孤立化（孤独死）が

ある。つくば市では超高齢化に

伴う問題にどう対応（対処）して

いくかを未来構想案の中で（で

きれば）具体策を提示しておく

べきではないか。 

■職員ＷＴに情報を共有

し、戦略プラン策定の際

の資料とさせていただき

たい。 

戦略プラ

ン策定の

際に反映

を検討す

る。 
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報告２ 

未来構想キャラバンの実施スケジュール 

 

未来構想改定の中間とりまとめの内容を受け、令和元年（2019 年）度に市民の方を対

象として、つくば市から出向いて未来構想の説明と意見交換を行う「つくば市未来構想キ

ャラバン」を実施する。未来構想等の改定について市民に周知するとともに、戦略プラン

策定に関する意見収集を目的とする。 

市民の認知度・理解度を上げるとともに、いつの間にか行政が策定していた計画とな

るのではなく市民と一体となって作る計画となるよう、平成 30 年（2018 年）度に実施

した市民ワークショップに引き続き、市民参加の新たな形として実施する。 

 
１ 未来構想キャラバンの実施概要 

開催回 対象 募集方法 時期・会場 

①中学生・

高校生 

つくば市に在住又は通学す

る中学生・高校生 

広報紙、学校等を通

じて周知 

8/3（土） 

コミュニティ棟 

②大学生 つくば市に在住又は通学す

る大学生 

広報紙等を通じて周

知、団体等に声がけ 

９月中 

市内大学 

③一般市

民 

つくば市に在住・在勤の方 広報紙、区会回覧等

を通じて周知、団体

等に声がけ 

10/19（土）又は20（日） 

イーアスつくば 

④企業 つくば市内企業に在勤の方 広報紙、メーリングリ

スト等を通じて周知、

団体等へ声がけ 

8/20（火） 

産業振興センター 

⑤研究機

関 

つくば市内研究機関に在

住・在勤の方（筑協総会で説

明・意見交換） 

筑協広報等を通じて

周知、団体等へ声が

け 

6/18（火）理事会、 

6/28（金）総会 

⑤’研究機

関 

つくば市内企業に在勤の方 広報紙、メーリングリ

スト等を通じて周知、

団体等へ声がけ 

8/6（火） 

BiVi つくば２階交流

サロン 

⑥周辺地

区子育て

世代 

周辺地区に現在又は過去に

居住した経験を持ち、現在

子育て中または子育て経験

のある方 

広報紙、メーリングリ

スト等を通じて周知、

団体等へ声がけ 

８月下旬～９月中 

市内交流センター、

及び子育て支援セ

ンター 

⑦イベン

ト等への

出展 

すくすく子育てフェスタに

出展（ＳＤＧｓブースと共

同出展） 

パネル等の展示及び

意見箱の設置 

6/8（土）、6/9（日） 

イーアスつくば 
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未来構想キャラバン＠すくすく子育てフェスタの開催報告 

 

 

１ 開催概要 

（１）対象と募集方法 

６月８日（土）、９日（日）にイーアスつくばで開催された「すくすく子育てフェス

タ」において、未来構想中間とりまとめのパネルを展示し、職員からの説明等を行う

とともに意見交換等を実施した。あわせて、任意で意見箱及び WEB 回答により意見を

募集した。 

 

（２）意見募集シート 

以下の内容について、紙面及びいばらき電子申請で回答してもらう。 

 Ｑ１ つくばの未来にむけて、どのようなプロジェクト（施策・戦略）が必要だと思

うか？ 

 Ｑ２ Ｑ１のプロジェクトに関して参考になる事例等があるか？ 

 Ｑ３ つくば市の未来構想・戦略プラン（総合計画）について御意見等があるか？ 

Ｑ４ お住まいの自治体（市内は大字まで、市外は自治体名まで） 

 Ｑ５ その他（自由記述欄） 

 

（３）意見等の反映 

意見等としていただいた内容については、2019 年度職員ワーキングチームにおけ

る戦略づくりに可能な限り反映する。 

 
２ 当日の概要 

（１）担当者の配置 

６月８日（土）・・・中村係長 

６月９日（日）・・・大見主査 

 

（２）意見聴取の方法 

パネル等に対し興味を持って閲覧している方に対して補足説明を行い、手書き又は

ＷＥＢアンケートの記入を依頼した。 

 

（３）パネル等の配置 
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３ 設置パネル等 

  つくば市未来構想中間取りまとめ概要版をもとにパネルを作成。 
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４ アンケート結果 

 

表 未来構想キャラバン＠すくすく子育てフェスタにおける意見一覧 

 

No. 

１ つくばの未来にむ

けて、どのようなプロ

ジェクトが必要だと思

いますか？ 

２ 設問１のプロ

ジェクトに関して

参考になる事例

等があります

か？ 

３ つくば市の未来

構想・戦略プラン

（総合計画）につい

て御意見等があり

ますか？ 

４ お住ま

いの自治体

はどちらで

すか？ 

５ そ

の他

（自由

記述

欄） 

1 ・つくばらしさが感じら

れる遊び場 

・子育て世代がずっと

住み続けられるまち 

  ・財政が不安 

・科学技術のまちな

のにあまり取り入れ

られていない 

つくば市みど

りの 

  

2 高齢者～ミドル世代と

子どもとの交流を図る

ような機会があれば良

いと思う 

    つくば市松

代 

  

3 ・人口増加を継続させ

るための土地の魅力

を増やす 

・周辺地域の活用、高

齢者とのかかわり 

    つくば市研

究学園 

  

4 つくば市に将来やりた

いと思うような仕事が

たくさんできるような施

策 

ない 人口が増えるという

目標はいいととるの

か 

つくば市下

横場 

  

5 安心して子どもが遊べ

る場所 

  なし つくば市香

取台 
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資料１－１ 

まちづくりの理念及び目指すまちの姿修正（案） 

 
 
＜まちづくりの理念＞ 

 
 顔と顔が見える 

多様なコミュニティの中で、顔と顔が見えるつながりをつくり、 
 

 挑戦を応援する 
イノベーションを目指す挑戦者を応援し、挑戦を身近に感じながら次世代を

担う子どもたちが成長することで、新たなまちの活力を生み出し、 
 

 未来をつくる 
だれもが幸せを感じる未来をつくり、さらなる好循環を生み出すことで、ま

ちを持続的に発展させていきます。 
 

＜目指すまちの姿＞ 

ⅣⅠ 魅力を共にみんなで創るまち 

開かれた環境のもと、市民が中心となり、議会、地域団体、大学・研究機関、企

業、行政などの多様なコミュニティのなかで顔と顔が見え、人と人がつながり、つ

くばならではの魅力を高め、世界に示すまち。 

 
2030 年の未来像 

 市民一人ひとりが自分の街への愛着や誇りを持ち、社会・経済・環境の関係

性を考えながら意見を交わし、自ら行動することで、市民が中心となったま

ちづくりが進んでいます。 
 アイデアや意欲のある人材が集まり、つくばの資産と新たなセンスが融合す

ることで、文化・芸術、スポーツ、観光、商工業、農業などの新しい魅力を

創り出しています。 
 公園の中に街があるような緑豊かなゆとりある街並みや、つくばでしか体験

できないコトが街中に散りばめられ、世界中から人を惹きつける魅力的なま

ちになっています。 
 

ⅠⅡ 誰もが取り残されず、自分らしく生きるまち 

誰一人取り残されないよう、年齢、性別、国籍、個性などによらず、人間ず、一

人ひとりの安心が守られ、地域の隅々まで福祉がいきわたり、つくばに集うすべて

の人が自分らしく生き、自然豊かで幸せがあふれるまち。 

 
2030 年の未来像 

 様々なコミュニティによる支え合いの中で、充実した医療や介護、必要な目

配りや支援などの頼れる福祉が地域に行き届いています。 

再修正のポイント 

第５回審議会における意見を受け、「目

指すまちの姿」の順番を入れ替えるととも

に、タイトルと説明文を簡略化し、中学生

でも分かる平易な表現を目指して修正。 
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 一人ひとりが健康を大事にしながら、様々な場面で社会に参画し、生涯現役

で活躍しています。 
 地域で連携しながら日頃からの防災・防犯の準備や教育を行うととともに、

公共施設やインフラを長期的視野で維持管理することで、誰もが安全・安心

な生活を送っています。 
 筑波山などの美しい景観や豊かで多様な生態系により、多くの人々が自然の

恩恵を実感しながら自然を守り育てる意識を持って生活しています。 
 

ⅡⅢ 未来をつくる人が育つまち 

公正・公平や平和などの価値を大切にし、自分と他者、社会、自然との関係性を

認識し、持続可能な地域と世界を構築するために自ら考え、働きかけ、変革を起こ

す自分たちの地域と世界の未来について考え、よりよい未来を次の世代に引き継い

でいけるよう、自ら行動する人材が育つまち。 

 
2030 年の未来像 

 充実した子育て環境とともに、創意工夫にあふれた様々な遊びの機会が街中

にあふれ、親子が一緒に楽しみながら成長しています。 
 子どもたちは、自分の好きなことを見つけ、個性を伸ばしながら、未来を切

り拓いていく力を育んでいます。 
 性別、国籍、年齢等を問わず、自身や他者の選択を尊重し合う多様性に寛容

な文化が地域に根付いています。 
 あらゆる分野のチャレンジを応援することで、チャレンジの連鎖が生まれる

とともに、次の世代の成長を引き出しています。 
 

ⅢⅣ 市民のために科学技術で人が豊かになるをいかすまち 

科学技術の進歩が市民の日々の生活や地球環境に恩恵を与えるよう、限界を認識

しながらも先駆的に活かし、人類共通のをよりよくするため、科学技術の進歩を最

大限活用し、課題の解決に貢献するとともに社会にイノベーションを生み出すまち。 

 

2030 年の未来像 

 最先端の科学技術の知識・経験を有する才能が世界中から集まり、社会との

対話を通じながら、新しい未来を切り拓く社会イノベーションを創出してい

ます。 
 研究成果をいかした新産業の創出や地域企業等における科学技術の活用が進

むとともに、社会や環境と調和しながら地元企業等が持続的に成長するモデ

ルが地域に浸透しています。 
 インフラの維持・更新等の社会課題解決や、誰もが簡単かつ自由に移動でき

るモビリティ等の新しい社会システムの導入など、科学技術で街全体が進化

しながら誰もが豊かな生活を送っています。 
 市民一人ひとりが地球や環境に優しい選択を大切にし、自分ができる身近な

ことから取組むとともに、地域で最適な生産や消費、再資源化、再利用等を

進めることで、「ごみ」という言葉がなくなっています。 
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資料２－１ 

 

未来構想・戦略プランの全体構成（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【継続審議のため非公開】 

  

P17-18 



資料２－２ 

 

基本施策・重点戦略の設定と重点戦略現状とＫＰＩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【継続審議のため非公開】 

P19-94 



戦略プランの構造と
2019年度未来構想ＷＴの進め方

ＷＴ進行マニュアル

・令和元年（2019年）６月25日改定《ＳＴＥＰ２以降の改定》

参考資料

2019年度ＷＴの進め方

ＳＴＥＰ１ 未来像の共有と基本施策・重点戦略の設定 →５～６月
2018年度のＷＴが策定した未来像について、未来像の考え方、背景等を共有の上、基本施策と
重点戦略（案）の作成、調整を行う。バックキャスティングの手法により、今後５年間、後半５年間に
おける重点戦略を整理する。

ＳＴＥＰ２ あるべき状態＝ＫＰＩの設定 →６～７月
基本施策・重点戦略のあるべき状態＝ＫＰＩ（案）を設定する。2019年度の市民意識調査の設問
項目と調整を行い、必要なデータを事前に収集できるようにする。

ＳＴＥＰ３ 重点戦略に主要プロジェクトの設定 →７～８月
重点戦略の現状と課題や特に重点戦略上のボトルネック・大きな障害となるものを整理
し、その解決のための主要プロジェクトを設定する。現事務事業からの選定・抜粋を行うことに合
わせて、予算が必要な新規・拡充事業の提案も検討する。新規・拡充提案会を夏期ごろに実施した
上で、事業の可否を判断する。

ＳＴＥＰ４ 戦略プランの作り込み ８～９月
現未来構想・戦略プランの評価・検証結果を踏まえ、予算や行政評価、人事等との連動を意識し、
事務局で戦略プランの構成案を作成する。それを踏まえ、ＷＴが戦略プランの作り込みを行い、必
要に応じて関係各課との意見交換を実施する。
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基本施策

・現状とのギャップと施策の
方向性
未来像と現状のギャップと、施策
としての方向性を記載（能動的
に）

・今後５年間で取組む重点戦略
未来像の実現に向けて、バック
キャスティングで設定

・６年目以降に取組む重点戦略
６年目以降に想定される取組を記
載（戦略プランには記載しない）

・施策の目標
施策のあるべき状態＝指標の達成、
となるように設定

重点戦略
・重点戦略の目的
基本施策を受けて、一連のストーリーとし
て重点戦略の目的を記載（能動的に）

・現状と課題（ボトルネック）
重点戦略の現状と課題や特に重点戦略上の
ボトルネック・障害となるものを記載

・重点戦略の指標
重点戦略のあるべき状態＝指標の達成、と
なるように、かつ、施策の指標に貢献でき
るものとして設定

・主要プロジェクト
重点戦略を実現するため、既存の事業及び
新規・拡充事業について設定

・関連個別計画
関連する個別計画について記載

戦略プランの構成（案）

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

ＳＴＥＰ２

ＳＴＥＰ３

STEP１ 未来像の共有と基本施策・重点戦略の設定

1-1 「2030年の未来像」の共有と現状とのギャップ
2018年度WTが作成した未来像の詳細・引き継ぎ資料を一読し、未来像の考え方・方向性等を共
有する。この未来像を前提としてスタートするが、決して変えてはいけないものではなく、今年度の活
動の中で変更・修正する必要が生じた場合は、理由を整理した上で変更することも可能。また、現状
とのギャップについて整理を行う。

☆進行の目安・ポイント （想定時間：30分、必要に応じて使うもの：模造紙、付箋紙、ペン）
① 2030年の未来像を一読した上で感じたことや疑問点などを確認
② 現状とのギャップとして順番に発言する、又は付箋紙等を用いて書き出す
③ ②で意見が出た内容を簡潔にまとめる（班長又は書記を別に定めて取りまとめ）

1-2 基本施策の名称とギャップを埋めるための施策の方向性を設定
現戦略プランの基本施策と同等程度の粒度で設定する。未来像と基本施策の範囲がイコールの場
合、施策の名称・方向性は同等の記載内容で構わないが、未来像と現状のギャップを埋め、５年後
に目指す姿をもとに設定する。未来像が状態を表しているのに対し、施策の名称・方向性は能動的な
表現とし、名称は「○●の推進」「■□をつくる」等とする。

☆進行の目安・ポイント （想定時間：30分、必要に応じて使うもの：模造紙、付箋紙、ペン）
① ギャップを埋めるために、「こうだったらいい」「こうあってほしい」という状態の意見を出し合う、
又は付箋紙等を用いて書き出す

② ①で意見が出た内容を「仮説」として施策の方向性を設定（班長又は書記を別に定めて取り
まとめ）
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STEP１ 未来像の共有と基本施策・重点戦略の設定

1-3 今後５年間、６年目以降で取組む重点戦略の名称と方向性を設定
基本施策の名称・方向性をもとに、今後５年間で取組むこととして重点戦略を設定する。基本施策
との関連性やストーリー性を重視し、現戦略プランの個別施策と同等程度の粒度で設定する。また、
戦略プランには記載しないが、６年目以降に取組む重点戦略についても記載する。重点戦略の数に
制限はないが、１～６程度の重点戦略数を目安とし、優先順位順に記載する。

☆進行の目安・ポイント （想定時間：120分、必要に応じて使うもの：模造紙、付箋紙、ペン）

①今後の取組の抽出
②３つの円に分類分け
③重なりに近づくように取組をグループ化
④重点戦略の抽出と優先順位分け

⇒ 「ワークショップ ３つの輪」を活用することをおすすめ

《スケジュール》
第２回ＷＴ：5/30（木）9：00-11：00、 第３回ＷＴ：6/10（月）の週

第３回以降のＷＴは班ごとに各自開催。以降、２週間隔で設定し、会議の無い
週に、必要に応じて各課等で報連相のための打合せ等を行ってください。

STEP１のWS 今後取組むこと（重点戦略）の抽出

ワークショップ ３つの輪
①今後の取組の抽出
施策・事業レベルで今後取組むべきことについ
て、付箋紙でとにかくたくさん書き出す。粒の大き
さはあまり気にせず、質より量を心がける。

②３つの円に分類分け
Ｗｉｌｌ、Ｃａｎ、Ｍｕｓｔの内どれに当てはまるか判
断し、３つの円の中に分類。

③重なりに近づくように取組をグループ化
似た取組や協力できる取組同士でくっつけるこ
とで、３つの円の重なり・中心に近づけられるかど
うかを検討し、必要に応じてグループ化する。

④重点戦略の抽出と優先順位分け
グループ化された後に残った取組を重点戦略
として抽出し、３つの円の重なりに近い所から優
先順位を設定する。
事情があってすぐに取組めない（現在の技術で
は難しい場合等）重点戦略については、６年目
以降の重点戦略に回す。

Must
（市として
すべきこと）

Will
（市として
やりたいこと）

Can
（市として
できること）

ここの重なりを
意識して取組の
優先順位を判断

基本施策○●の実現に向けて

進行の補助ツールとして活用してください。
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STEP２ あるべき状態＝ＫＰＩの設定

2-1 施策のあるべき状態＝数値目標の設定
施策のあるべき状態、目指す状態についてディスカッションし、施策のあるべき状態＝数値目標とな
るように設定する。既存の市民意識調査による満足度等を参考に１つ設定するが、2019年度の市民
意識調査の設問項目と調整を行うため、既存の設問にない項目についても検討を行う。

☆進行の目安・ポイント （想定時間：30分、必要に応じて使うもの：模造紙、付箋紙、ペン）

①施策としてあるべき状態を簡潔に表現（施策の最終的な達成目標となるもの）
②現状の市民意識調査、各種統計で適合するデータがあるか確認
③現状でデータが無い場合は、2019市民意識調査で新設するか、代替指標を検討
④未来像と現状のギャップを埋めると、どの程度現状値から向上するかを仮設定
⑤施策をモデル化し、計算式を設定する
例）○●の満足度＝サービス受容者×普通未満から満足に変わる数

2-2 重点戦略の目的の設定
1-3で立てた重点戦略の方針に基づき、一連のストーリーとして、どのような目的で重点戦略
を実施するのかについて設定する。

☆進行の目安・ポイント （想定時間：30分、必要に応じて使うもの：模造紙、付箋紙、ペン）

①施策のギャップを埋めるために、重点戦略がどのように貢献するかをストーリーとして整理
②設定した重点戦略全てにおいて①を行う

市民意識調査で質問の新設を検討する場合は
早めに事務局まで御相談ください。

STEP２ あるべき状態＝ＫＰＩの設定

2-3 重点戦略の現状と課題の整理
重点戦略の背景となる現状と、未来像に向けて進めて行くにあたって高いハードル・ボトルネックとな
る課題について整理する。

2-4 重点戦略のあるべき状態＝ＫＰＩの設定
重点戦略のあるべき状態、目指す状態についてディスカッションし、重点戦略のあるべき状態＝ＫＰＩ
となるように設定する。基本施策との関連性やストーリー性を重視し、重点戦略のＫＰＩを達成すると基
本施策のＫＰＩに寄与する構造を目指す。指標はアウトカムを理想とし、１～３程度設定する。

☆進行の目安・ポイント （想定時間：60分×重点戦略数、必要に応じて使うもの：模造紙、付箋紙、ペン）

①ステークホールダー（関係者）の特定
②阻害要因の探索
③促進要因の探索
④現状と課題の整理
⑤棚卸ししたインサイトをもとに「あるべき状態」を導出
⑥「あるべき状態」を実現するためのプロジェクト例を導出
⇒「ワークショップ インサイト探索」を活用することをおすすめ

《スケジュール》
６月班長会議（ＫＰＩの立て方講座と同時開催）
ＫＰＩの立て方講座：１回目6/25（火）15：00-17：00、２回目（同内容）6/26（水）9：00-11：00
第４回ＷＴ：6/27（水）の週、 第５回ＷＴ：7/8（月）の週

重点戦略の本数が多い場合は、最
初の１本を全員で検討し、残りの重
点戦略は担当を決めて各自作業の
上、後日全体を確認する方法でも可。
または、第６回ＷＴ（7/22（月）の週）
のＳＴＥＰ３とあわせて実施すること
もできるが、スケジュールの進行に
注意。
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STEP２のWS 施策の目標、重点戦略のKPI設定

ワークショップ 重点戦略のKPI設定
①ステークホールダー（関係者）の特定

重点戦略のメインターゲットを特定するとともに、関連する要素を
分解し、重点戦略に影響を与える・受ける周辺ステークホールダー
を洗い出す。

②阻害要因の探索

ターゲットや周辺ステークホールダーがこちらの意図どおりに動い
てくれない状況を整理し、根源的な阻害要因を整理。

③促進要因の探索
他自治体の成功事例や現在の取組等における成功事例を抽出
し、促進要因として整理。

④現状と課題の整理

①～③の内容をもとに、重点戦略の現状（うまくいっている点、課
題・ボトルネックとなるもの）をまとめる。

⑤棚卸ししたインサイトをもとに「あるべき状態」を導出
見えてきたいくつかのボトルネック・障害の解決に至る「あるべき状
態」を導出する。

⑥「あるべき状態」を実現するためのプロジェクト例を導出
「あるべき状態」を実現するためのアクションとして、主要プロジェ
クトの例を想定する。ここでは例として挙げるに留めて、「あるべき状
態」が実現可能かどうかの検証材料とする。

重点戦略名 子育て環境を整備する

目的 子育てに満足している人
の割合を増やす

ステークホールダーの意識

子どもの意識（現状
と課題）

大人の意識（現状と
課題）

地域の意識（現状と
課題）

行政の意識（現状と
課題）

どういう状態になれ
ば目的につながるか

ＫＰＩ

その状態を作るため
のアクション

インサイトとは・・・市民等が未だ気づいていな
い隠れたニーズや、建前ではなく本音、刺激
によって出てくる感情のこと。

STEP３ 重点戦略に主要プロジェクトの設定

3-1 重要重点戦略の主要プロジェクトの設定
ハードル・ボトルネックを意識した上で、重点戦略を推進していく上で必要なプロジェクトを設定する。
現事務事業からの選定・抜粋を行うことに合わせて、予算が必要な新規・拡充事業の提案も検討す
る。 なお、関連する事務事業を総花的に選定する必要は無く、ＫＰＩに貢献するプロジェクトを優先し、
選択と集中を意識して、優先順位を付けて設定する。

☆進行の目安・ポイント （想定時間：60分×重点戦略数、必要に応じて使うもの：模造紙、付箋紙、ペン）

①ＳＴＥＰ２の⑥で検討したプロジェクト例をもとに、以下の点に気をつけて設定する
・あるべき状態を達成するためのアクションとなっていること
・数はできるだけシンプルで、筋のいい活動に注力したものであること
・市としてコントロール可能でプロジェクトを実施できる可能性があること

3-2 基本施策・重点戦略のストーリー化
STEP１～３の関係性を整理し、一連のストーリーとして整理し、そこからさらに期待できる波及効果
や、新たに見えてきた阻害要因、ストーリーとして脆弱な部分を見極め、再度立ち返って各項目の修
正等を行う。

☆進行の目安・ポイント （想定時間：60分×重点戦略数、必要に応じて使うもの：模造紙、付箋紙、ペン）

①基本施策、重点施策、主要プロジェクトのプロット
②波及効果でつなぎ、骨子となるストーリーを作る
③ストーリーの肉付け・精緻化
④クロスディスカッション ⇒ 「ワークショップ ストーリー化」を活用することをおすすめ- 99 -



ワークショップ ストーリー化
①基本施策、重点戦略、主要プロジェクトのプロット
まずは、基本施策等を先にプロットする。

②波及効果でつなぎ、骨子となるストーリーを作る

どのような波及効果が生まれていく（と想定される）かについて書き出し、要素をつなげていく。波及効果は書
きすぎず、シンプルなストーリーとする。

③ストーリーの肉付け・精緻化
つながりとして弱い部分はどこか、さらに期待できる波及効果があるのか検討する。弱い部分には追加のプ
ロジェクトを設定するが、追加できない・つながらない場合は筋が悪いと判断し、再検討を要する。

④クロスディスカッション
第３者にストーリーを確認してもらい、
改善点、代替案について話し合う。

STEP３のＷＳ 重点戦略のストーリー化

基本施策

子どもも親も楽しく育つ環境をつ
くる

波及効果

子どもだけでなく親にも支援が
行き届き、子育てが楽しいと思え

る家庭の時間が増える

重点戦略１

子育て家庭の支援

波及効果

子育てに関して気軽に、一貫し
て相談できるようになる

主要プロジェクト

ネウボラにおける子育て相談

波及効果

身近な場所で遊びに行ける環境
が整備され、気軽に地域に出ら

れるようになる

主要プロジェクト

地域の遊び場整備

重点戦略２

保育環境の整備

波及効果

子どもを預ける場所が確保され、
理想の働き方に近づき、経済基

盤が整う

主要プロジェクト

待機児童０の推進

波及効果 重点戦略３ 波及効果 主要プロジェクト

STEP４ 戦略プランの作り込み

4-1 主要プロジェクトの再設定
新規拡充提案会の結果等を受け、主要プロジェクトの再設定を行う。

4-2 基本施策、重点戦略の文章化
これまでの流れを受けて、基本施策、重点戦略を戦略プランに記載することを前提とした文章化を
行う。

4-3 未来構想審議会等での調整
庁内策定委員会、未来構想等審議会において、戦略プランの素案を説明し、指摘を受けて適宜内
容の修正等を行う。

《スケジュール》
８月班長会議8/19（月）10：00-11：00、９月班長会議9/17（火）10：00-11：00
第８回ＷＴ：8/19（月）の週、 第９回ＷＴ：9/2（月）の週、第10回ＷＴ：9/17（火）の週
第９回庁内策定委員会：９月下旬、第８回未来構想等審議会：10月上旬
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